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第
６
章　

充
実
す
る
診
療
科
目

１
号
館
１
階
な
ど
改
修

　

昭
和
59
年
３
月
、
市
立
病
院
が
進
め
て
い
た
１
号
館
１
階
の
改
修
工
事
が
完
了
、
厨
房
や
内
科
（
循
環
器
科
）
の
外
来
診

療
室
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
。
工
事
費
９
８
０
０
万
円
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
厨
房
の
下
処
理
コ
ー
ナ
ー
の
充
実
と
冷
凍
室
、
冷
蔵
室
、
納
品
さ
れ
た
品
物
を
確
認
し
、
受
け
取
る
検
収

ホ
ー
ル
、
乾
物
倉
庫
な
ど
が
設
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
内
科
外
来
診
療
室
を
増
築
・
拡
幅
し
て
、
診
察
室
、
処
置
室
、
治
療
室

を
整
備
拡
充
し
た
。

病
理
研
究
検
査
室
の
設
置

　

昭
和
59
年
４
月
、
市
立
病
院
に
「
病
理
研
究
検
査
室
」
が
設
置
さ
れ
た
。
患
者
の
体
か
ら
採
取
さ
れ
た
病
変
の
組
織
や
細

胞
を
観
察
し
て
診
断
す
る
の
が
病
理
診
断
で
あ
る
。
病
理
医
の
制
度
や
役
割
は
米
国
の
医
療
の
発
展
の
な
か
で
専
門
職
と
し

て
確
立
さ
れ
、
日
本
で
は
50
年
代
後
半
か
ら
専
門
医
の
認
定
が
本
格
的
に
行
わ
れ
た
。

　

病
理
検
査
の
対
象
に
な
る
の
は
、
人
体
か
ら
得
ら
れ
る
す
べ
て
の
臓
器
、
組
織
、
細
胞
、
分
子
な
ど
で
あ
る
。
細
胞
診
断
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や
手
術
で
摘
出
さ
れ
た
臓
器
・
組
織
の
診
断
、
手
術
中
の
迅
速
診
断
の
ほ
か
、
遺
族
の
承
認
を
前
提
に
患
者
の
遺
体
を
解
剖

し
、
生
前
の
診
断
は
正
し
か
っ
た
の
か
、
ど
の
く
ら
い
病
気
は
進
行
し
て
い
た
の
か
、
死
因
は
何
か
―
な
ど
を
判
断
す
る
病

理
解
剖
が
あ
る
。
病
理
診
断
は
主
治
医
や
執
刀
医
に
報
告
さ
れ
、
治
療
に
生
か
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
病
院
に
病
理

医
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
よ
り
高
度
な
医
療
に
繋
が
る
と
さ
れ
た
。

診
療
16
科
体
制
、
日
帰
り
ド
ッ
ク
も

　

昭
和
60
年
１
月
、
市
立
病
院
に
診
療
科
目
と
し
て
は
16
科
目
目
と
な
る
形
成
外
科
が
新
設
さ
れ
た
。
同
時
に
、
こ
れ
ま
で

第
一
内
科
（
一
般
）、
第
二
内
科
（
消
化
器
）、
第
三
内
科
（
循
環
器
）
と
区
分
し
て
い
た
科
名
を
、
よ
り
分
か
り
や
す
く
内

科
（
一
般
）、
消
化
器
科
、
循
環
器
科
と
分
科
し
た
。
第
三
内
科
（
循
環
器
科
）
で
は
、
前
年
の
59
年
７
月
か
ら
、
24
時
間

救
急
体
制
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
る
。

　

新
設
の
形
成
外
科
、
内
科
、
消
化
器
科
、
循
環
器
科
の
ほ
か
は
、
小
児
科
、
外
科
、
整
形
外
科
、
脳
神
経
外
科
、
皮
膚

科
、
泌
尿
器
科
、
産
婦
人
科
、
眼
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
、
放
射
線
科
、
歯
科
、
麻
酔
科
。
こ
れ
ら
16
科
に
加
え
、
63
年
４
月
に

は
17
科
目
と
な
る
小
児
外
科
が
新
設
さ
れ
る
。
17
科
の
体
制
は
平
成
９
年
４
月
に
歯
科
口
腔
外
科
、
リ
ウ
マ
チ
科
が
開
設
さ

れ
る
ま
で
続
い
た
。

　

こ
の
間
、
61
年
８
月
か
ら
は
、「
日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク
」
が
開
始
さ
れ
た
。
人
間
ド
ッ
ク
は
、
昭
和
33
年
に
聖
路
加
国
際

病
院
で
内
科
的
検
査
に
ま
と
め
た
１
泊
２
日
の
短
期
人
間
ド
ッ
ク
が
考
案
さ
れ
、
全
国
に
普
及
し
、
そ
の
後
「
日
帰
り
ド
ッ
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ク
」
な
ど
の
形
式
が
登
場
し
た
。
市
立
病
院
で
は
、
同
35
年
９
月
１
日
か
ら
短
期
人
間
ド
ッ
ク
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
個
人
は

だ
れ
で
も
利
用
で
き
、
団
体
は
契
約
を
結
ぶ
の
が
要
件
。
昭
和
63
年
度
の
利
用
者
は
合
計
５
２
５
人
。
日
帰
り
導
入
後
の
１

泊
２
日
と
日
帰
り
別
で
は
、
平
成
元
年
度
は
１
泊
２
５
６
人
、
日
帰
り
３
４
０
人
で
合
計
５
９
６
人
。
平
成
５
年
度
は
１
泊

３
５
１
人
、
日
帰
り
５
３
１
人
で
合
計
８
８
２
人
と
漸
増
傾
向
を
示
し
た
。
２
年
の
３
月
市
議
会
で
、
時
任
純
孝
院
長
は

人
間
ド
ッ
ク
に
つ
い
て
「
今
後
、
疾
病
の
早
期
発
見
、
健
康
の
保
持
と
い
う
意
味
で
も
ぜ
ひ
市
立
病
院
で
も
（
前
向
き
に
）

や
っ
て
い
き
た
い
。
現
在
の
医
師
の
ス
タ
ッ
フ
の
問
題
も
あ
る
が
、
ご
期
待
に
添
う
よ
う
に
整
備
し
て
ま
い
り
た
い
」
と
積

極
的
に
受
け
入
れ
る
姿
勢
を
示
し
た
。

夕
食
時
間
の
変
更

　

昭
和
61
年
４
月
か
ら
市
立
病
院
は
、
入
院
患
者
の
夕
食
時
間
を
午
後
４
時
40
分
か
ら
同
６

時
に
変
更
し
た
。
県
内
公
立
病
院
で
は
前
年
に
午
後
５
時
か
ら
同
６
時
に
変
え
た
鹿
児
島
大

学
附
属
病
院
に
次
い
で
２
番
目
と
な
っ
た
。

　
「
早
過
ぎ
る
病
院
の
夕
食
」
の
改
善
へ
は
、
全
国
的
に
動
き
が
出
始
め
て
お
り
、
約

５
５
０
食
を
準
備
す
る
市
立
病
院
で
も
前
年
、
改
善
に
向
け
て
患
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、
適
正
な
夕
食
時
間
は
、
午
後
６
時
が
32
％
で
ト
ッ
プ
、
次
い
で
５

時
半
、
５
時
、
６
時
半
の
順
だ
っ
た
。
結
果
を
踏
ま
え
て
医
師
、
看
護
師
、
栄
養
士
ら
が
夕

スタートした“６時夕食”
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食
時
間
検
討
会
を
組
織
し
、
話
し
合
い
を
重
ね
た
。
午
後
６
時
実
施
に
向
け
て
、
調
理
場
の
38
人
が
夕
食
調
理
を
従
来
の
午

後
１
時
半
か
ら
30
分
繰
り
下
げ
、
時
差
出
勤
す
る
こ
と
で
カ
バ
ー
し
、
超
勤
を
し
な
く
て
も
い
い
体
制
を
作
り
上
げ
た
。

　

患
者
ら
の
反
応
は
「
眠
る
前
に
な
っ
て
も
空
腹
に
な
ら
な
い
」「
食
欲
が
湧
き
夕
食
が
待
ち
遠
し
い
」
と
好
評
。
夜
食
を

口
に
し
な
い
患
者
が
増
え
、
食
べ
残
し
も
減
っ
た
。
栄
養
士
か
ら
は
「
当
然
の
こ
と
が
や
っ
と
実
現
で
き
た
。
次
は
き
め
細

か
な
栄
養
管
理
が
課
題
」
と
の
指
摘
が
上
が
っ
た
。

駐
車
場
を
有
料
化

　

昭
和
62
年
６
月
１
日
か
ら
市
立
病
院
の
駐
車
場
が
有
料
化
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ま
で
１
日
の
外
来
患
者
は
約
１
０
０
０
人
で
駐
車
場
は
１
６
８
台
分
だ
っ
た
。
ス
ペ
ー
ス
不
足
は
明
ら
か
で
、
駐
車

待
ち
の
車
の
列
が
電
車
通
り
ま
で
並
び
、
待
ち
時
間
の
長
さ
に
患
者
の
不
満
が
強
か
っ
た
。
ま
た
無
料
の
た
め
、
患
者
や
見

舞
い
客
以
外
の
無
断
駐
車
に
も
悩
ま
さ
れ
て
き
た
。

　

駐
車
場
用
地
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
59
年
度
に
約
６
２
４
平
方
㍍
の
用
地
を
約
２
億
２
０
０
０
万
円
で
取
得
し
た
。
し
か

し
、
今
後
の
新
た
な
ス
ペ
ー
ス
確
保
は
ほ
ぼ
限
界
。
他
方
、
入
院
患
者
の
静
養
と
回
診
の
効
率
化
等
も
勘
案
し
な
が
ら
、
61

年
10
月
か
ら
は
、
入
院
面
会
時
間
を
午
後
３
時
か
ら
同
８
時
ま
で
に
変
更
す
る
な
ど
駐
車
場
の
混
雑
対
策
に
も
努
力
し
て
き

た
。
だ
が
、
依
然
と
し
て
長
時
間
駐
車
な
ど
に
よ
っ
て
十
分
な
混
雑
緩
和
が
図
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

こ
の
た
め
、
病
院
北
側
の
第
２
、
第
３
駐
車
場
（
計
１
３
８
台
）
の
有
料
化
に
踏
み
切
っ
た
。
外
来
患
者
は
無
料
、
一
般
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来
訪
者
も
30
分
ま
で
は
無
料
、
超
え
る
と
30
分
ご
と
に
１
０
０
円
と
し
た
。
正
面
玄
関
横
の
第
１
駐
車
場
は
、
公
用
関
係
、

入
院
患
者
危
篤
時
な
ど
の
家
族
の
利
用
な
ど
に
限
定
し
た
。

　

有
料
化
後
の
状
況
に
つ
い
て
、土
屋
修
事
務
長
は
、直
後
の
６
月
市
議
会
で
「
有
料
化
前
は
夜
間
の
駐
車
が
30
台
近
く
あ
っ

た
が
、ほ
と
ん
ど
無
く
な
っ
た
。毎
朝
午
前
８
時
半
頃
に
は
満
車
と
な
り
、
11
時
頃
ま
で
に
は
20
台
前
後
の
車
が
30
分
か
ら
40

分
の
駐
車
待
ち
を
し
て
い
た
が
、
有
料
化
後
は
10
時
頃
ま
で
は
待
ち
時
間
が
ほ
と
ん
ど
な
く
10
時
か
ら
11
時
ま
で
の
駐
車
待

ち
が
10
台
程
度
。待
ち
時
間
も
約
15
分
に
な
っ
て
お
り
、非
常
に
改
善
さ
れ
て
い
る
。
駐
車
場
利
用
台
数
も
１
日
平
均
５
０
０

台
だ
っ
た
の
が
、有
料
化
後
７
０
０
台
に
増
え
、回
転
率
も
３
回
か
ら
５
回
と
な
り
効
率
的
な
運
営
に
な
っ
た
」と
答
弁
し
た
。

時
任
院
長
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

昭
和
62
年
10
月
、
宮
崎
市
在
住
で
宮
崎
県
立
宮
崎
赤
江
養
護
学
校
２
年
、
山
本
守
君
（
13
歳
）
の
書
い
た
作
文
が
、
郵
政

省
の
手
紙
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
で
全
国
１
位
の
文
部
大
臣
奨
励
賞
に
輝
い
た
。
５
回
の
手
術
を
し
な
が
ら
難
病
の
水
頭
症
と
闘

う
姿
を
、
手
術
を
担
当
し
た
市
立
病
院
の
脳
外
科
部
長
を
兼
ね
る
時
任
純
孝
院
長
に
宛
て
た
手
紙
の
形
で
綴
っ
て
い
る
。

　

山
本
君
は
脳
室
に
水
が
た
ま
る
先
天
性
で
、
放
っ
て
お
く
と
脳
が
圧
迫
さ
れ
て
命
に
か
か
わ
る
。
こ
の
た
め
、
合
成
樹
脂

パ
イ
プ
を
埋
め
込
み
、
水
を
抜
い
て
い
る
。
パ
イ
プ
は
１
、
２
年
で
詰
ま
る
た
め
こ
れ
ま
で
の
手
術
は
５
回
に
及
ぶ
。
作

文
は
病
気
を
乗
り
越
え
る
苦
し
み
、
勇
気
、
い
ら
立
ち
を
有
り
の
ま
ま
に
表
現
し
た
。「
ポ
ン
プ
の
故
障
で
頭
痛
と
吐
き
気

が
ひ
ど
く
、
死
ぬ
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
正
確
に
書
く
と
、
死
ん
だ
ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま
し
た
」「
５
時
間
か
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か
っ
て
（
手
術
が
）
無
事
終
わ
る
と
、
新
し
い
ポ
ン
プ
が
体
の
一
部
と
な
っ
て
動
い
て
ま
し
た
。
一
応
は
ほ
っ
と
し
た
も
の

の
、
一
生
こ
う
や
っ
て
生
き
て
ゆ
く
の
か
と
思
う
と
い
ら
だ
ち
を
抑
え
き
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
母
の
言
葉
や
態
度
が
気
に
入

ら
な
け
れ
ば
『
お
母
さ
ん
も
動
け
な
く
な
れ
ば
い
い
』
と
、
も
ん
く
を
言
い
ま
し
た
」「（
正
月
。
店
も
閉
ま
っ
て
い
て
）
母

は
ベ
ッ
ド
の
下
で
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
母
が
小
さ
く
、
あ
わ
れ
に
見
え
ま
し
た
」「
ぼ
く
は
生

き
て
み
よ
う
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
自
分
を
見
る
と
残
さ
れ
た
も
の
、
む
し
ろ
こ
の
体
が
教
え
て
く
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。
自
由
に
考
え
る
心
が
あ
る
。
い
っ
き
に
四
十
回
も
腕
立
て
伏
せ
の
で
き
る
腕
力
が
あ
る
。
そ
し
て
足
を
さ
さ
え
て
く
れ

る
杖
が
あ
り
、
家
族
や
友
達
が
い
る
」。
ま
た
、
最
近
読
ん
だ
聖
書
の
『
神
の
試
練
』
に
つ
い
て
「
時
任
先
生
、
ぼ
く
は
神

に
挑
戦
す
る
つ
も
り
で
す
。
こ
の
試
練
を
脱
出
す
る
日
が
や
っ
て
き
た
ら
、
今
の
自
分
よ
り
も
っ
と
大
き
な
自
分
に
な
っ
て

い
る
、
そ
ん
な
気
が
し
ま
す
」
と
綴
る
。

　

時
任
院
長
は
、
生
後
１
カ
月
か
ら
診
続
け
、
３
回
の
手
術
も
担
当
し
た
。
健
気
な
守
君
の
姿
に
「
こ
こ
ま
で
考
え
る
子
に

な
っ
た
な
ん
て
。
難
病
に
い
じ
け
て
し
ま
い
が
ち
な
の
に
、
精
神
面
の
成
長
が
素
晴
ら
し
い
」
と
大
い
に
感
激
。
10
月
13

日
、
守
君
は
両
親
と
と
も
に
東
京
の
表
彰
式
か
ら
ま
っ
す
ぐ
病
院
に
報
告
に
来
た
。
守
君
か
ら
作
文
の
原
文
を
贈
ら
れ
た
時

任
院
長
は
「
宝
物
に
す
る
よ
」
と
感
謝
。
受
賞
を
知
っ
た
と
き
か
ら
準
備
し
て
い
た
褒
美
の
ワ
ー
プ
ロ
を
贈
っ
た
。
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小
児
外
科
を
開
設

　

昭
和
63
年
４
月
、
市
立
病
院
に
診
療
科
目
と
し
て
17
科
目
目
と
な
る
小
児
外
科
が
新
設
さ
れ
た
。
九
州
で
は
九
州
大
、
久

留
米
大
、
鹿
児
島
大
な
ど
の
大
学
病
院
に
設
け
ら
れ
て
お
り
、
７
番
目
。

　

新
生
児
か
ら
15
歳
ま
で
が
対
象
。
新
生
児
で
手
足
、
内
臓
な
ど
に
先
天
的
な
異
常
が
あ
る
場
合
や
学
齢
児
の
ヘ
ル
ニ
ア
な

ど
で
手
術
が
必
要
な
場
合
に
外
科
的
治
療
に
取
り
組
む
。
例
年
１
５
０
件
近
く
の
手
術
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
子
ど
も
の

手
術
や
術
後
の
管
理
は
、
成
人
と
は
異
な
る
細
や
か
さ
が
必
要
で
、
外
科
か
ら
独
立
す
る
形
で
新
設
さ
れ
た
。
今
回
は
診
療

ス
タ
ッ
フ
を
独
自
に
配
置
す
る
ま
で
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
外
科
の
中
の
小
児
外
科
の
専
門
医
（
１
人
）
を
中
心
に
小
児
科
、

麻
酔
科
の
協
力
を
得
な
が
ら
手
術
に
当
た
る
。
土
屋
修
事
務
長
は
「
周
産
期
医
療
セ
ン
タ
ー
も
あ
り
、
母
体
と
新
生
児
の
健

康
に
気
を
配
っ
て
お
り
、
小
児
外
科
新
設
で
一
層
充
実
す
る
。
ス
タ
ッ
フ
充
実
な
ど
は
今
後
の
課
題
」
と
話
し
た
。

医
療
相
談
コ
ー
ナ
ー
設
置

　

昭
和
63
年
５
月
、
市
立
病
院
は
長
年
の
要
望
で
も
あ
っ
た
「
医
療
相
談
室
」
を
開
設
し
た
。
相
談
室
は
、
本
館
正
面
玄
関

右
側
の
総
合
案
内
横
に
設
置
。「
医
療
相
談
コ
ー
ナ
ー
」
と
表
示
さ
れ
た
相
談
室
に
は
、
社
会
福
祉
専
門
員
が
午
前
８
時
半

か
ら
午
後
５
時
ま
で
常
駐
、
対
応
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

病
院
に
は
１
日
平
均
１
０
３
０
人
の
患
者
が
来
訪
、
約
６
３
０
人
の
入
院
患
者
が
お
り
、
相
談
室
で
は
こ
れ
ら
の
患
者
の
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ほ
か
病
院
に
訪
れ
る
市
民
を
対
象
に
相
談
を
受
け
る
。
開
設
か
ら
平
成
元
年
１
月
末
ま
で
の
９
カ
月
間
の
相
談
件
数
は
、

１
０
１
４
件
、
１
カ
月
平
均
で
１
１
２
件
、
１
日
平
均
約
５
件
と
な
っ
た
。
相
談
の
男
女
別
は
男
性
５
４
０
人
（
53
％
）、

女
性
４
７
４
人
（
47
％
）。
相
談
で
一
番
多
い
の
が
、
高
額
医
療
費
の
貸
付
制
度
な
ど
医
療
費
支
払
い
の
相
談
で
７
３
８
件

（
73
％
）、
次
に
国
保
及
び
健
康
保
険
な
ど
の
加
入
、
継
続
な
ど
の
相
談
で
１
３
２
件
（
13
％
）。
そ
の
他
医
療
扶
助
、
公
費

負
担
及
び
交
通
事
故
医
療
費
な
ど
が
１
４
４
件
（
14
％
）
と
な
っ
た
。

赤
ち
ゃ
ん
に
も
心
筋
梗
塞

　

昭
和
63
年
７
月
、
市
立
病
院
産
婦
人
科
の
村
上
直
樹
医
長
は
、
成
人
病
の
代
名
詞
の
一
つ
で
あ
る
心
筋
梗
塞
が
、
新
生
児

に
も
か
な
り
の
頻
度
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
、
東
京
で
開
か
れ
た
日
本
新
生
児
学
会
で
発
表
。
国
内
で
は
初
め
て
の
本
格

的
な
研
究
報
告
と
し
て
注
目
を
集
め
た
。

　

村
上
医
長
の
研
究
デ
ー
タ
は
、
58
年
か
ら
62
年
ま
で
の
５
年
間
、
新
生
児
セ
ン
タ
ー
に
入
院
し
、
生
後
４
週
間
以
内
に
死

亡
し
た
１
５
４
人
を
、
病
理
研
究
検
査
室
の
徳
永
正
義
科
長
ら
の
協
力
を
得
て
解
剖
し
た
。
そ
の
う
ち
で
先
天
異
常
や
外
科

疾
患
の
あ
っ
た
65
人
を
除
き
、
解
剖
学
的
に
正
常
構
造
と
思
わ
れ
る
89
人
に
つ
い
て
、
従
来
と
は
異
な
っ
た
精
密
な
方
法
で

病
理
検
査
し
た
と
こ
ろ
、
18
％
に
当
た
る
16
人
に
心
筋
壊え

死
病
変
、
す
な
わ
ち
心
筋
梗
塞
の
症
状
が
見
つ
か
っ
た
。
村
上
医

長
は
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
梗
塞
群
と
正
常
群
と
を
臨
床
的
に
比
較
。
周
産
期
（
胎
児
・
新
生
児
期
）
に
仮
死
状
態
や
呼
吸
不

全
に
陥
っ
た
赤
ん
坊
が
、
全
身
性
の
血
液
凝
固
障
害
、
脳
内
出
血
な
ど
を
合
併
し
た
場
合
、
心
筋
梗
塞
に
な
る
危
険
性
が
非
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常
に
高
い
―
と
考
察
し
た
。

　

新
生
児
の
心
筋
梗
塞
に
関
す
る
報
告
は
、
外
国
で
は
こ
の
10
数
年
漸
増
傾
向
を
た
ど
っ
て
い
る
も
の
の
、
日
本
で
は
約
20

年
前
に
１
例
あ
る
だ
け
で
、
ほ
と
ん
ど
手
つ
か
ず
の
ま
ま
だ
っ
た
。
研
究
を
指
導
し
た
外
西
寿
彦
副
院
長
・
周
産
期
セ
ン

タ
ー
所
長
は
「
県
内
で
の
周
産
期
死
亡
率
が
減
少
し
な
い
な
か
で
、
心
筋
梗
塞
と
い
う
致
死
的
な
病
気
を
解
明
し
た
意
義
は

大
き
い
。
今
後
は
こ
う
し
た
事
態
に
い
た
る
前
段
階
で
の
専
門
的
で
高
度
な
管
理
が
課
題
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
話
し
た
。

「
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
」
と
「
コ
ス
モ
」
命
名

　

昭
和
63
年
10
月
、
市
立
病
院
総
務
課
は
、
文
書
管
理
事
務
の
新
し
い
方
法
と
し
て
「
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
」
を
導

入
、
事
務
の
効
率
化
と
事
務
室
の
非
倉
庫
化
に
乗
り
出
し
た
。

　

フ
ァ
イ
リ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
は
、
文
書
整
理
の
画
期
的
な
方
法
と
し
て
米
国
で
考
案
さ
れ
、
戦
後
日
本
の
地
方
自
治
体
、

民
間
企
業
に
取
り
入
れ
ら
れ
始
め
た
。
従
来
の
帳
簿
・
帳
面
の
管
理
だ
と
担
当
者
が
文
書
を
所
持
し
が
ち
で
あ
り
、
文
書
が

私
物
化
さ
れ
て
組
織
的
な
運
用
が
し
に
く
い
面
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
文
書
が
事
務
室
を
倉
庫
化
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。

フ
ァ
イ
リ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
で
は
、
フ
ォ
ル
ダ
ー
な
ど
保
管
道
具
を
用
い
、
文
書
を
共
有
ス
ペ
ー
ス
に
保
管
し
、
不
必
要
な

文
書
を
適
切
に
廃
棄
す
る
。
こ
う
し
て
分
類
や
検
索
の
利
便
性
を
追
求
、
事
務
の
能
率
化
、
環
境
改
善
を
目
指
す
も
の
だ
。

総
務
課
の
導
入
を
皮
切
り
に
翌
平
成
元
年
11
月
に
は
経
理
課
、
医
事
課
で
も
始
ま
っ
た
。

　

一
方
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
の
流
れ
も
同
時
進
行
す
る
。
各
診
療
部
門
間
と
医
事
関
係
部
門
等
に
対
す
る
伝
票
発
行
制
度
を
や
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め
、
代
わ
り
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
処
理
す
る
「
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
」
の
稼
働
準
備
に
入
っ
て
い
た
電
子
計
算
組

織
運
営
委
員
会
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
シ
ス
テ
ム
の
「
愛
称
」
を
募
集
。
63
年
11
月
に
全
職
員
に
よ
る
投
票
が
行
わ
れ
、

９
人
の
応
募
の
中
か
ら
時
任
純
孝
院
長
提
案
の
「
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
（
コ
ス
モ
）」
が
選
ば
れ
た
。
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
（Kagoshim

a 
C

ity H
ospital O

rganized System
 M

edical O
rder

）
は
「
宇
宙
と
医
療
シ
ス
テ
ム
の
未
来
に
限
り
な
い
夢
を
託
し
た
」

と
説
明
さ
れ
た
。

新
生
児
セ
ン
タ
ー
10
年
、
救
命
率
96
％

　

昭
和
63
年
11
月
25
日
、
市
立
病
院
の
新
生
児
セ
ン
タ
ー
が
開
設
10
周
年
を
迎
え
た
。
未
熟
児
や
重
症
新
生
児
を
対
象
に
24

時
間
体
制
で
治
療
し
、
全
国
有
数
の
医
療
技
術
を
バ
ッ
ク
に
救
命
率
も
96
％
を
確
保
す
る
ま
で
に
な
っ
た
。
同
日
、
院
内
で

記
念
講
演
会
が
開
か
れ
た
。

　

セ
ン
タ
ー
は
、
昭
和
53
年
に
ベ
ッ
ド
40
床
で
オ
ー
プ
ン
。
年
ご
と
に
陣
容
を
充
実
さ
せ
、
63
年
現
在
60
床
。
医
師
も
発
足

時
の
２
倍
に
当
た
る
27
、
28
人
を
数
え
る
。
新
生
児
の
脈
拍
、
血
圧
な
ど
を
自
動
監
視
す
る
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
用
保
育
器
を
は
じ
め

人
工
呼
吸
器
、
新
生
児
用
レ
ン
ト
ゲ
ン
な
ど
最
新
式
の
医
療
機
器
を
誇
る
。
入
院
児
は
市
内
外
か
ら
年
間
お
よ
そ
１
０
０
０

人
。
い
ず
れ
も
未
熟
児
や
呼
吸
障
害
、
重
症
仮
死
、
先
天
性
心
疾
患
な
ど
一
刻
を
争
う
重
篤
児
ば
か
り
だ
が
、
年
ご
と
に
救

命
率
は
ア
ッ
プ
。
62
年
度
は
入
院
１
０
４
３
人
の
う
ち
、
１
０
０
０
人
の
命
が
助
か
る
ま
で
に
な
っ
た
。

　

な
か
で
も
10
年
前
、
生
存
率
20
％
だ
っ
た
出
生
時
１
０
０
０
㌘
以
下
の
超
未
熟
児
は
50
％
が
生
存
。
さ
ら
に
１
０
０
０
～
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１
５
０
０
㌘
の
極
小
未
熟
児
だ
と
生
存
率
80
％
だ
っ
た
の
が
、
ほ
ぼ
１
０
０
％
近
く
（
62
年
度
、
61
人
中
60
人
生
存
）
ま
で

に
改
善
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
最
小
６
８
０
㌘
の
超
未
熟
児
を
救
命
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
治
療
効
果
を
受
け
て
、
県
の
出
生

１
週
間
以
内
の
早
期
新
生
児
死
亡
率
（
１
０
０
０
人
当
た
り
）
は
、
53
年
の
６
・
３
人
か
ら
２
・
７
人
、
新
生
児
死
亡
率
も

同
８
・
２
人
か
ら
３
・
５
人
と
全
国
平
均
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
。
外
西
寿
彦
所
長
は
「
ベ
ッ
ド
利
用
率
も
１
２
０
％
と
込
み

が
ち
の
た
め
、
今
後
さ
ら
に
施
設
拡
充
の
必
要
性
も
出
て
い
る
」
と
現
状
を
説
明
し
た
。




